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HIF1A; BHLHE78; MOP1; PASDS8; Hypoxia-inducible factor 1-alpha; HIF-1-alpha; HIF1-alpha;
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Negative Control

Sy MNEESOBEEYERE, 1, HIF-Ta R Y 2 0—F LK (FR) % 1:200 ITHER
(4°C. —B) . 2, Cy3 @B IRFIA%E 1:300 &R (B, 50%) . 3, KB:
DAPI (&) 10%. ®A: 4—4v k., EB: DAPI, ®C: A+B D&H.

Z v MBSO REENRE, 1, HIF-1aR Y J 0—FLHK (7R) % 1:200 (FR
(4°C, —B®) . 2, Cy3 E Rk %E 1:300 I2HR (=i, 50%) . 3, ®B:
DAPI (3) 10%. ®A: 4—4v , B: DAPI, ®C: A+B DERK.

Sy MNBIRASORZEYERE, 1, HIFFTaRY 2 O—F LR (FF) % 1:200 [2FR
(4°C., —B%) . 2, Cy3EE@EH T Ixfk% 1:300 CHR (EiB. 50%) . 3, ®B:
DAPI (&F) 10%9. KA: 219, ®B: DAPI, ®C: A+B DFtS.

Sy MNBIRASORZEYERE, 1, HIF-TaRY 2 O—F LR () % 1:200 [2FR
(4°C, —0%) . 2, Cy3 EEFH IRk % 1:300 I2FHR (iR, 504) . 3, K B:
DAPI (&F) 1049, KA: 1, ®B: DAPI, ®C: A+B DRtS.

<Y AFBES O REENERE, 1, HIF-1aRY 70—+ LFE (&) % 1:200 (&R
(4°C. —H) . 2, Cy3 fEHRHiA%E 1:300 (FHIR (ZE. 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 109, BA: 4—4v I, ®B: DAPI, ©C: A+B D&,

¥ U AfESOREERE. 1, HIF-laRY 7 o—F bR (7%) % 1:200 [<FHIR
(4°C. —BR) . 2, Cy3 ‘ZEFHIRIA%E 1:300 I<HR (ZR. 50%) . 3, ®B:
DAPI (%) 1053, ®A: &#—4%v I, [B: DAPI, ®IC: A+B D&M,

NRZ7 4 vEEBE NFEAGORRBAENFIRE, 1. HIF-TaR) Y O—F LK%
1:200 (R (4°C. —Mp) . 2. VTV F MU L (pH6.0) AL THKEEWL
(>98°C. 20%) %#{To7=. 3. TXRHfA%E 1:200 (FER (R, 309) . *RAT4 7
av hO—LE L TITRADHERB =,
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	応用
	抗原情報
	背景
	低酸素症誘導因子1αサブユニット(HIF1A) Homo sapiens この遺伝子は、αサブユニットとβサブユニットからなるヘテロ二量体である転写因子低酸素症誘導因子1 (HIF-1)のαサブユニットをコードしています。HIF-1は、エネルギー代謝、血管新生、アポトーシスに関与する遺伝子や、タンパク質産物が酸素運搬を増加させたり、低酸素症への代謝適応を促進したりする他の遺伝子など、多くの遺伝子の転写を活性化することにより、低酸素症に対する細胞および全身の恒常性応答のマスター制御因子として機能します。したがって、HIF-1は、胎児の血管新生、腫瘍の血管新生、および虚血性疾患の病態生理において重要な役割を果たしています。この遺伝子については、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2011年7月],ドメイン:2つの独立したC末端転写活性化ドメイン、NTADとCTADを含み、これらは相乗的に機能します。これらの転写活性は、介在する阻害ドメイン（ID）によって抑制されます。,機能:低酸素への適応応答のマスター転写制御因子として機能します。低酸素条件下では、エリスロポエチン、グルコーストランスポーター、解糖酵素、血管内皮増殖因子、およびタンパク質産物が酸素供給を増加させるか、低酸素への代謝適応を促進するその他の遺伝子を含む40以上の遺伝子の転写を活性化します。胎児の血管新生、腫瘍の血管新生、および虚血性疾患の病態生理において重要な役割を果たします。標的遺伝子プロモーターの低酸素応答エレメント（HRE）内のコアDNA配列5'-[AG]CGTG-3'に結合します。活性化にはCREBPBやEP300などの転写共役因子のリクルートメントが必要です。NCOA1またはNCOA2との相互作用により活性が増強されます。酸化還元調節タンパク質APEXとの相互作用はCTADを活性化し、NCOA1およびCREBBPによる活性化を増強するようです。,誘導：酸素分圧低下下。また、成長因子、サイトカイン、PDGF、EGF、FGF-2、IGF-2、TGF-1β、HGF、TNFα、IL-1β、アンジオテンシン-2、トロンビンなどの循環因子など、様々な受容体介在因子によっても誘導されます。
	研究分野
	血管新生を制御する; mTOR; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織における HIF-1α 抗体の免疫組織化学分析。
	

	HIF-1α抗体を使用したLOVO細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, HIF-1αポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, HIF-1αポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, HIF-1αポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：標的。図B：DAPI。図C：A+Bの融合。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, HIF-1αポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：標的。図B：DAPI。図C：A+Bの融合。
	

	マウス肺組織の免疫蛍光染色。1, HIF-1αポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	マウス肺組織の免疫蛍光染色。1, HIF-1αポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮組織の免疫組織化学染色。1. HIF-1αポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

